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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月28日(2011.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　柔軟性熱絶縁体が、曲率半径１０００ｍｍ以下の屈曲性を有するものからなることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の柔軟性熱絶縁体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　柔軟性熱絶縁体が、前記支持体に接合する前及び後又は接合時に固形状となる部材から
なることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の柔軟性熱絶縁体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１３】
　また、請求項５の発明は、柔軟性熱絶縁体が、曲率半径１０００ｍｍ以下の屈曲性を有
するものからなることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、請求項６の発明は、柔軟性熱絶縁体が、前記支持体に接合する前及び後又は接合
時に固形状となる部材からなることを特徴とする。
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